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を
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学校説明会日程

7/28㊏ 本校 

詳細は横浜サイエンスフロンティア高校附属中学校
ホームページをご確認ください

7/29㊐ 本校

小学生（主に6年生）とその保護者対象

①9:45～10:45②11:45～12:45 ③13:45～14:45

予約不要

（右の地図）
横浜ｻｲｴﾝｽﾌﾛﾝﾃｨｱ高校･附属中学校

蒼煌祭（文化祭）日程
9/15㊏
9/16㊐

10：00～15：30
9：30～15：00

参加にはホームページでの事前申込が必要です

校長代理 植松 聡先生校長 栗原 峰夫先生

ＹＳＦＨ
附属中学校

横浜サイエンスフロンティア高校

テーマ決め

課題設定に向けて
視野を広げる

〇外部講師による講演や演習等

博物館見学、フィールドワーク

サイエンスリテラシー
グローバルスタディーズ

サイエンススタディーズ

D i s c u s s i o n

E x p e r i m e n t

E x p e r i e n c e

Pr e s e n t a t i o n

考察・討議
実験
体験
発表

フロンティアタイム

自分自身を
開拓する時間

は
大
学
合
格
実
績
に
も
あ
ら
わ
れ
て
お
り
、
２

０
１
８
年
度
入
試
で
は
国
公
立
大
学
に
現
役
で

１
０
４
名
が
合
格
し
ま
し
た
。「
本
校
の
高
校

生
た
ち
は
『
こ
の
大
学
で
こ
ん
な
学
び
や
研
究

を
し
た
い
』
と
具
体
的
な
希
望
を
も
っ
て
い
る

生
徒
が
多
く
、
そ
れ
は
国
公
立
大
学
の
志
望
者

や
、
後
期
試
験
ま
で
ね
ば
り
強
く
挑
む
生
徒
の

多
さ
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
栗
原
校
長
。

大
学
の
先
生
や
企
業
の
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

と
出
会
い
、
研
究
を
通
じ
て
先
端
科
学
技
術
の

入
り
口
に
ふ
れ
る
な
か
で
、
高
校
生
た
ち
は
よ

り
具
体
的
に
自
身
の
進
路
を
考
え
て
い
く
よ
う

で
す
。

「
附
属
中
で
も
、
た
と
え
ば
昨
年
は
高
校
の
常
任

ス
ー
パ
ー
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
和
田
昭
允
先
生
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
選
手
と
車
い
す
開
発
の
企

業
の
方
、
弁
護
士
の
方
か
ら
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。
附
属
中
で
の
『
深
化
』
を
重
ん
じ
た
様
々

な
体
験
、
高
校
生
と
の
関
わ
り
や
外
部
の
方
と

の
出
会
い
。
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
『
こ
れ
か
ら

求
め
ら
れ
る
力
の
先
取
り
』
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
高
校
で
育
ん
で
き
た
思
考
力
・
判
断
力
・
表

現
力
を
、
本
校
の
附
属
中
の
生
徒
た
ち
は
今
ま

さ
に
中
学
か
ら
培
っ
て
い
ま
す
。
開
拓
精
神
に

あ
ふ
れ
た
１
期
生
た
ち
が
『
一
緒
に
こ
の
学
校

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
！
』
と
愛
情
を
も
っ
て
２

期
生
た
ち
を
引
っ
張
り
あ
げ
る
。
そ
の
姿
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
中
学
・
高
校

の
融
合
に
よ
る
相
乗
効
果
で
よ
り
い
っ
そ
う
生

徒
の
成
長
を
支
え
て
い
こ
う
と
、
ま
さ
に
本
校

一
丸
で
進
め
て
い
ま
す
」。

　
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
、
１
期
生
・
２
期
生

の
授
業
を
見
学
し
ま
し
た
。
英
語
、数
学
、国
語
、

社
会…

驚
い
た
の
は
ど
の
授
業
で
も
、
生
徒
た

ち
が
熱
く
意
見
を
交
し
合
う
姿
で
す
。「
こ
の
図

形
は
こ
う
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
問
題
は…

」

「
こ
の
文
章
は
こ
う
い
う
考
え
方
で
○
段
落
に

わ
け
ら
れ
て…

」
臆
す
る
こ
と
な
く
生
き
生
き

と
自
分
の
ノ
ー
ト
を
見
せ
合
う
生
徒
た
ち
。
そ

の
様
子
に
栗
原
校
長
の
言
葉
が
思
い
出
さ
れ
ま

し
た
。

「
今
年
度
の
中
学
・
高
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

『
Ｙ
Ｓ
Ｆ
は
チ
ャ
ン
ス
の
ｎ
乗　
自
分
の
力
で
つ

か
み
と
れ
』。
こ
の
中
高
一
貫
校
に
は
た
く
さ
ん

の
学
び
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
文
理
に
限

ら
ず
様
々
な
こ
と
を
楽
し
み
、
興
味
を
も
と
う
。

何
よ
り
仲
間
と
一
緒
に
勉
強
・
研
究
す
る
ん
だ

と
い
う
意
識
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
。
そ
れ
こ

そ
が
サ
イ
エ
ン
ス
エ
リ
ー
ト
だ
と
生
徒
た
ち
に

も
一
生
懸
命
伝
え
て
い
ま
す
」。

　
生
徒
た
ち
の
姿
か
ら
頼
も
し
い
「
サ
イ
エ
ン

ス
エ
リ
ー
ト
」
が
育
っ
て
い
る
こ
と
を
確
信
し
、

取
材
を
終
え
ま
し
た
。

　
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
地
に
中
学

生
を
む
か
え
て
１
年
あ
ま
り
。
１
期
生
の
成
長
を

楽
し
み
に
、
開
校
２
年
目
を
迎
え
た
横
浜
サ
イ
エ

ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
高
校
附
属
中
学
校
で
、
栗
原

校
長
・
植
松
校
長
代
理
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
１
期
生
た
ち
の
成
長
に
つ
い
て
「
私
の
期
待
を

超
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
今
年
４
月
の
宮
古
島
研

修
の
成
果
は
大
き
か
っ
た
で
す
ね
」
と
話
す
栗
原

校
長
。
附
属
中
学
校
の
特
長
の
一
つ
で
あ
る
サ
イ

エ
ン
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ（
総
合
的
な
学
習
の
時
間
）

で
は
、
中
学
の
３
年
間
を
通
じ
て
各
自
で
決
め
た

研
究
テ
ー
マ
に
個
人
・
グ
ル
ー
プ
で
取
り
組
ん
で

お
り
、
宮
古
島
研
修
は
そ
の
一
環
で
す
。

　
研
修
に
同
行
し
た
植
松
校
長
代
理
は
、「
小
学

校
ま
で
の
『
調
べ
学
習
』
と
違
い
『
研
究
』
で
あ

る
か
ら
に
は
、
仮
説
↓
検
証
↓
考
察
の
プ
ロ
セ
ス

が
非
常
に
重
要
で
す
。
世
界
で
初
め
て
地
下
ダ
ム

が
造
ら
れ
た
宮
古
島
で
、『
先
人
た
ち
は
な
ぜ
、

そ
し
て
ど
う
挑
み
成
し
遂
げ
た
の
か
』
を
現
地
の

方
に
伺
い
自
分
の
目
で
見
る
。
現
地
の
中
学
生
や

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
人
々
と
の
触
れ
合
い
を
通
じ

て
異
文
化
を
体
験
す
る
。
そ
れ
ら
の
経
験
を
通
し

て
『
自
分
た
ち
な
ら
ど
う
す
る
だ
ろ
う
』
と
い
う

視
点
を
も
て
た
よ
う
で
す
」。

　
栗
原
校
長
が
続
け
ま
す
。「
各
自
の
研
究
テ
ー

マ
は
宮
古
島
や
理
数
の
分
野
に
限
ら
ず
多
岐
に
渡

り
ま
す
。
高
校
か
ら
は
サ
イ
エ
ン
ス
リ
テ
ラ
シ
ー

（※

）
で
専
門
的
に
『
サ
イ
エ
ン
ス
』
に
切
り
込

み
ま
す
が
、
附
属
中
で
は
そ
の
下
地
と
し
て
視
野

の
広
が
り
、『
研
究
』
の
意
識
づ
く
り
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
の
大
事
な
題
材
が
宮
古

島
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
」。

　
１
期
生
は
人
に
伝
え
る
・
伝
わ
る
た
め
の
「
言

葉
の
力
」「
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
力
」
も
着

実
に
つ
け
て
い
る
そ
う
で
す
。「
本
校
の
附
属
中

で
は
、
学
校
説
明
会
や
保
護
者
会
な
ど
生
徒
が
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
す
る
場
面
も
多
々
あ
り
ま

す
。
入
学
時
は
あ
ま
り
前
に
出
る
タ
イ
プ
で
な

か
っ
た
生
徒
も
、
他
の
生
徒
が
人
を
ひ
き
つ
け
て

話
す
姿
を
見
て
、『
自
分
も
や
っ
て
み
よ
う
』
と

話
の
中
に
少
し
笑
い
を
織
り
交
ぜ
て
み
る
な
ど
、

自
然
と
工
夫
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
」。

附
属
中
は
１
学
年
80
名
、
授
業
は
主
に
20
名
程
度

ず
つ
に
分
か
れ
て
受
け
る
た
め
、
ど
の
生
徒
に
も

発
言
の
機
会
が
ま
わ
っ
て
き
ま
す
。「
お
互
い
に

よ
い
影
響
を
受
け
て
花
開
い
て
い
く
様
は
、
こ
ち

ら
も
感
心
す
る
ほ
ど
で
す
」。
笑
顔
の
植
松
校
長

代
理
の
言
葉
に
、
そ
の
成
長
ぶ
り
が
伺
え
ま
す
。

　
附
属
中
開
校
に
よ
る
相
乗
効
果
は
、
様
々
な
場

面
で
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。「
委
員
会
や
部

活
動
に
加
え
、
た
と
え
ば
高
校
生
の
研
究
発
表
に

中
学
生
が
参
加
す
る
な
ど
、
授
業
の
中
で
も
中
学

生
と
高
校
生
が
接
す
る
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

中
学
生
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
高
校
生
た
ち
も
『
ま

だ
中
学
生
な
の
に
こ
ん
な
に
知
識
や
熱
意
が
あ
る

な
ん
て
！
』
と
交
流
の
中
で
互
い
に
よ
い
刺
激
を

受
け
て
い
ま
す
ね
」
と
力
強
く
話
す
栗
原
校
長
。

　
生
徒
同
士
だ
け
で
な
く
、
先
生
方
に
も
効
果
が

あ
る
と
植
松
校
長
代
理
が
続
け
ま
す
。「
高
校
の

先
生
も
中
学
生
に
授
業
を
行
い
ま
す
。
中
高
の
先

生
た
ち
が
空
き
時
間
に
中
学
生
へ
の
授
業
に
つ
い

て
熱
く
話
し
合
う
。
そ
の
姿
は
私
も
頭
が
下
が
る

ほ
ど
で
す
」。

　
サ
イ
エ
ン
ス
へ
の
あ
こ
が
れ
を
強
く
抱
い
て
入

学
し
た
、
様
々
な
個
性
を
も
っ
た
１
期
生
・
２
期

生
た
ち
。「
そ
の
思
い
に
応
え
た
い
」「
生
徒
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
い
」
と
熱
意
を
も
っ
て

確
実
に
成
長
を
続
け
る
１
期
生

中
学
と
高
校
の
「
融
合
」
は
着
々
と

中
学
・
高
校
の
先
生
た
ち
が
連
携
し
て
い
る
と

栗
原
校
長
は
話
し
ま
す
。

「
先
生
た
ち
は
、
附
属
中
と
そ
の
後
の
高
校
で
の

学
び
の
つ
な
が
り
を
強
く
意
識
し
て
授
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
本
校
の
附
属
中
に
は
、Ｄ
Ｅ
Ｅ
Ｐ

学
習
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
タ
イ
ム
、
サ
イ
エ
ン
ス

ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど
、
様
々
な
体
験
の
機
会
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
に
い
か
に
生
徒
の
興
味
を

刺
激
し
て
意
欲
的
に
取
り
組
ま
せ
る
か
、
先
生

た
ち
の
向
上
心
や
熱
意
も
１
期
生
の
成
長
に
は

欠
か
せ
な
い
も
の
で
し
た
」。

　
「
横
浜
サ
イ
エ
ン
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、

附
属
中
・
高
校
と
も
に
、
先
端
科
学
の
知
識
と

智
恵
を
武
器
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
場
で
協
働
し

て
課
題
解
決
を
図
れ
る
「
サ
イ
エ
ン
ス
エ
リ
ー

ト
」
の
育
成
を
か
か
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
成
果

心
優
し
き
未
来
の
サ
イ
エ
ン
ス
エ
リ
ー
ト
を

探究力を育てることを目的にしたDEEP学習

※…科学技術顧問でもある大学の先生や研究者の方々から直接指導を受けられる、高校での課題探求型の授業

高校の学びへ

合格実績 201８年度実績抜粋
国公立大 私立大

東大 早慶上智２名東工大1４
東京海洋大２名

横浜国大１６(２)名

京大１名

( )は過年度生で内数

等合格

計61(13)名
明青立法中東理計198(59)名

計552(182)名計128(24)名

７期生234名

北海道大５(1)名 筑波大７名
信州大２名

東北大６(1)名
東京農工大９(2)名 公募制推薦・AO入試

東北大2名東工大２名

筑波大4名横浜国大1名 等合格横浜市大１４(1)名 首都大東京９(４)名

※学校案内パンフレットより中萬学院作成

中１
研究の基礎を
身に付ける

中２
コミュニケーション
能力を高める

研修旅行

中３

〇個人による研究(1人1テーマ)

研究発表会(ポスター)

宮古島研修、東京散策

〇グループによる共同研究（協働作業）

研究発表会(パワーポイント)

（総合的な学習の時間）

自主研究

進路探究

読書活動

相談・面談

自分が興味・関心あるテーマを設定し、
その内容について研究します。

自らの進路を探究する時間
として使います。

自分が興味・関心ある内容に関する
読書をすることで、世界を広げます。

授業で疑問に思ったことなどの学習面や
生活面についての相談・面談を行います。

フロンティアタイムは、興味・関心あるテーマを決め、主体的に自分自身を開拓するための時間です

附属中学校では、授業時間数の増加や高等学校入学者選抜がないことなどによ
り生じた時間的な余裕を使って、単に授業の先取りを行うのではなく、内容を深
く掘り下げ、生徒の興味・関心を引き出す豊かな授業を進めます。

（右の地図）

情報活用力読解力 発表力課題設定力 課題解決力

(１)名

等合格


